
令和６年度第１回総合教育会議

令和６年 10 月９日（水）

午後１時 15 分から 2時 45 分まで

県庁別館８階第１会議室Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ

次 第

１ 開会

（１）知事挨拶

（２）教育長挨拶

２ 議事

（１）総合教育会議の今後の進め方

（２）次期「教育に関する大綱」の基本的な考え方

３ 閉会

＜配布資料＞

○資料１－１ 総合教育会議の今後の進め方

〇資料１－２ 不登校の状況

○資料２－１ 「教育に関する大綱」及び「教育振興基本計画」の位置付け

〇資料２－２ 次期「教育に関する大綱」の基本的な考え方

〇資料２－３ 国の新たな教育振興基本計画【概要版】（令和５年度～９年度）

〇参考資料 現行の「教育に関する大綱」の概要
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総合教育会議の今後の進め方

１ 基本的な考え方

社会が急速に変化する中、多様化する教育課題に迅速かつ的確に対応するため、協議

手法を簡潔な形に改め、教育現場が抱える課題をより具体的かつ集中的に協議する。

２ 対応方針

(1) 協議手法の見直し

・従前の「地域自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会」、「才徳兼備の人

づくり小委員会」等の固定した有識者会議は開催しない

・必要に応じて協議テーマ別に有識者を総合教育会議に招聘し、意見聴取

・会議は年２～３回とし、各１時間半以内で開催（従前は年４回・各２時間）

(2) 協議事項の見直し

・迅速な課題解決につなげるため、教育現場が抱える具体的な課題をテーマに協議

３ 本年度の協議事項

(1) 次期「教育に関する大綱」の策定

・社会変化や新たな課題に対応するため、新たな総合計画の策定合わせて、本年度、

次期「教育に関する大綱」を策定することとし、総合教育会議において協議（法定）

(2) 次期「教育振興基本計画」の基本的考え方、骨子

・次期大綱の基本理念や取組方針を踏まえ、今後４年間に取り組むべき重点的な教育

施策を次期「教育振興基本計画」（令和７年度策定）の骨格として定めるため、計画

のベースとなる基本的考え方や骨子案について協議

(3) 教育課題

・教育現場における優先課題について協議

＜令和６年度協議事項（案）＞

・不登校対策

（要因・背景、学校における取組、関係機関との連携、地域の役割、人権教育 等）

４ 本年度のスケジュール（案）

回数 時期 協議内容

第１回 10月９日
・総合教育会議の進め方

・次期「教育に関する大綱」の基本的な考え方

第２回 １月20日
・次期大綱素案

・教育課題：不登校対策

第３回 ３月21日

・次期大綱案

・現行計画の評価

・次期計画の基本的考え方及び骨子案

・令和７年度協議事項

資料１－１
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不登校の状況（令和４年度調査）
（義務教育課、高校教育課）

１ 小中学校の状況（年間 30 日以上の欠席者）

２ 高等学校の状況（年間 30 日以上の欠席者）

理由

年度

小学校 中学校

不登校児童数(人) 前年比(人)
不登校率

(対児童総数％)
前年比(％) 不登校生徒数(人) 前年比(人)

不登校率
(対生徒総数％)

前年比(％)

令和２年度 2,056 75 1.11 0.06 4,321 21 4.70 0.02

令和３年度 2,642 586 1.46 0.35 5,388 1,067 5.86 1.16

令和４年度 3,321 679 1.84 0.38 6,126 738 6.30 0.44

理由

年度

全日制 定時制

不登校生徒数(人) 前年比(人)
不登校率

(対生徒総数％)
前年比(％) 不登校生徒数(人) 前年比(人)

不登校率
(対生徒総数％)

前年比(％)

令和２年度 421 ▲48 0.70 ▲0.07 622 191 21.5 6.6

令和３年度 516 95 0.90 0.20 568 ▲ 54 21.6 0.1

令和４年度 549 33 1.00 0.10 587 19 23.7 2.1

資料１－２
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「教育に関する大綱」及び「教育振興基本計画」の位置付け

＜根拠法令＞

＜大綱の期間＞

2022年度 2023 年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

参酌

＜ 県 総 合 計 画 ＞ 本県最上位計画

分野別計画

（関連計画）

・県文化振興基本計画

・県スポーツ振興基本計画

・県子ども読書活動推進計画

・県教育情報化推進基本計画

・子ども・若者計画 等

＜教育に関する大綱＞
教育の基本理念や重点取組方針
・地方教育行政法で、地方公共団

体での策定及び総合教育会議
での協議が義務づけ

国
第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画

分野別計画

＜教育振興基本計画＞
大綱の基本理念を具体化するた
めの施策や目標指標等
・教育基本法で、国の計画を参酌

し策定することが努力義務

教育基本法第 17 条

第１項 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の

振興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項につい

て、基本的な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表しなければならない。

第２項地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体

における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければな

らない。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３

第１項 地方公共団体の長は、教育基本法第 17 条第 1 項に規定する基本的な方針を参酌

し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する

総合的な施策の大綱を定めるものとする。

静岡県教育振興基本計画

（2022～2025 年度）

後期アクションプラン
（2022～2025 年度）

ふじのくに「有徳の人」づくり大綱

（2022～2025 年度）

国第４期教育振興基本計画 （2023～2027 年度)

次期総合計画（2025～2028 年度）

前倒し策定

前倒し策定 次期静岡県教育振興基本計画（2025～2028 年度）

次期教育に関する大綱（2025～2028 年度）

資料２－１
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次期「教育に関する大綱」の基本的な考え方

１ 要旨

次期｢教育に関する大綱」（以下「次期大綱」という。）は、次期総合計画と整合を図りつつ、県

民や教育関係者に、本県教育の基本理念や取組方針がより分かりやすく伝わる内容とする。

２ 次期大綱の基本的考え方

(1) 構成（「基本理念」・「取組方針（教育施策の柱）」）

(2) 基本理念

(3) 取組方針（教育施策の柱）

次期大綱構成

基本理念 県教育の目標を分かりやすく示すキャッチフレーズ

取組方針

（教育施策の柱）

「基本理念」を実現するため、今後取り組むべき教育施策の大きな方向

性を「取組方針」として整理

国教育振興基本計画

＜総括的な基本方針＞

本県

基本理念（案） 考え方

2040年以降の社会を見据えた

持続可能な社会の創り手の育

成
新たな社会を創造

する人材の育成と

社会を生き抜く力

を育む教育の実現

・本県の持続的発展に向け、予測困難な時

代において、本県の未来を切り拓く多

様な人材を育成

・誰一人取り残さない教育を推進し、社会

を生き抜く力を育むことで、全ての人

が自らの夢を実現でき、幸せを実感で

きる「幸福度日本一の静岡県」を目指す

日本社会に根差したウェルビ

ーイングの向上

国教育振興基本計画

＜基本的な方針＞

本県

取組方針（案） 考え方

グローバル化する社会の持続

的な発展に向けて学び続ける

人材の育成

新たな社会を創造

する力を育む教育

の推進

・自ら課題を的確に捉え、解決につなげ

る能力とともに、時代の先を読み、新

しいことに貪欲に挑戦する気概を持

った人材を育成

誰一人取り残されず、全ての

人の可能性を引き出す共生社

会の実現に向けた教育の推進

多様性を尊重する

教育の推進

・個々の実情や教育ニーズに沿った多

面的・総合的な支援を実施

・全ての人の可能性を引き出し、個に応

じて誰もが活躍でき、自らの力で生き

抜くことのできる社会を目指す

地域や家庭で共に学び支え合

う社会の実現に向けた教育の

推進

地域ぐるみで取り

組む教育の推進

・学校、家庭、地域の連携により、魅力

ある学校づくりを進めるとともに、郷

土愛を持って地域社会を担う人材の

育成を後押し

教育DXの推進

学びを支える基盤

づくり

・教育DXを推進し、教員の確保・育成

や働き方改革、学びの高度化につな

げ、学びを支える基盤を充実

・学校施設等の安全安心を確保

計画の実効性確保のための基

盤整備・対話

資料２－２
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現行の「教育に関する大綱」の概要

１ 現大綱の概要

２ これまでの経緯

項 目 内 容

基本理念

「有徳の人」の育成 ～誰一人取り残さない教育の実現～

＜「有徳の人」とは＞

１ 知性・感性・身体能力など、自らの個性に応じて「才」を磨き、自立を目指

す人

２ 多様な生き方と価値観を認め、自他を大切にしながら「徳」を積む人

３ ｢才」を生かし「徳」を積み、社会や人のために貢献する「才徳兼備」の人

「有徳の人」

づくり宣言

一、「文・武・芸」三道の鼎立を実現します。

一、生涯にわたって自己を高める学びの場を提供し、多様な人材を生む教育環

境を実現します。

一、地域ぐるみ、社会総がかりの教育を実現し、「才徳兼備」の人づくりを進め

ます。

重点取組方針

重点取組１ 「｢知性」・「感性」を磨く学びの充実

重点取組２ 「技芸を磨く実学」の奨励

重点取組３ 学びを支える魅力ある学校づくりの推進

重点取組４ 多様性を尊重する教育の実現

重点取組５ グローバル・グローカル人材の育成

重点取組６ 高等教育の充実

重点取組７ 生涯を通じた学びの機会の充実

重点取組８ 社会とともにある開かれた教育行政の推進

重点取組９ 地域ぐるみの教育の推進

年度 大綱、計画名 基本理念

H14～17 静岡県教育計画「人づくり」2010プラン（当初計画） 未来をひらく「意味ある人」づくり

H18～22 静岡県教育計画「人づくり」2010プラン（後期計画） 未来をひらく「意味ある人」づくり

H23～25 静岡県教育振興基本計画「有徳の人」づくりアクションプラン 「有徳の人」の育成

H26～29 静岡県教育振興基本計画「有徳の人」づくりアクションプラン第２期計画 「有徳の人」の育成

H27.４ ＜法律改正：地方公共団体の大綱策定を義務付け＞

H28～29
ふじのくに「有徳の人」づくり大綱

－社会総がかりの教育の実現に向けて－
「有徳の人」の育成

H30～R３
ふじのくに「有徳の人」づくり大綱

－教育における地方創生の実現に向けて－
「有徳の人」の育成

R４～７
ふじのくに「有徳の人」づくり大綱

－誰一人取り残さない教育の実現に向けて－

「有徳の人」の育成

～誰一人取り残さない教育の実現～

参考資料
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